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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，様々な用語に関する説明を効率よく活用することを目的として，ウェブページの

集合からウィキペディア記事のような解説型テキストを自動的に生成する手法について研究し
た．動物名や病名といった用語の種類によって説明に必要な観点が異なるため，ウィキペディ
アの記事集合から観点に基づく用語説明のパターンを学習する．用語の種類に応じて検索結果
から必要な文章が抽出され，解説型テキストとして統合される． 
 
研究成果の概要（英文）： 
Aiming to efficiently utilize descriptions for various terms, we proposed a method to 
automatically generate expository text like an article in Wikipedia, from a set of pages 
on the Web. Because viewpoints required for describing a term are different depending 
on the type of that term, such as animal and disease, we use Wikipedia articles to learn 
viewpoint-based patterns for term descriptions. Depending on the type of a target term, 
we extract required sentences from a search result and integrate them into an 
expository text. 
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１．研究開始当初の背景 
 
科学技術や文化の急速な発展によって，

様々な用語について調べる機会が増えてい
る．そのため，World Wide Web 上の様々な
ツールを使うことが多い．代表的なツールに
は，Google や Yahoo!などの検索エンジンと
ウィキペディアなどの人手で編集された事
典がある．両者には，情報の量と質という点
において，それぞれ長所と短所がある． 
検索エンジンは，億単位のページ集合が検

索の対象であり，提供される情報の量が多い
という利点がある．しかし，検索される情報
が体系化されておらず，必要のない情報も含
まれるため，情報の質が低い． 
事典は，説明を目的とした情報に限定され，

項目等によって情報が統制されているため，
情報の質が高いという利点がある．しかし，
人手による編集に依存しているため，調べた
い用語が必ず登録されているとは限らない．
また，説明の内容が著者の視点に偏るという
問題もある．すなわち，情報の量において問
題がある． 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，検索エンジンと事典の長

所を統合して，有用性が高い調べ物のツール
を実現することである．既存の事典であるウ
ィキペディアを分析することによって「用語
説明が編集される仕組み」を解明し，用語説
明に関するモデル（用語説明モデル）を構築
する．さらに，そのモデルに基づいて検索エ
ンジンの結果を組織化する． 
用語説明モデルの構築において，「動物名」

や「病名」といった対象によって説明に必要
な観点が異なる点に着目した．例えば，「動
物名」は「生態」や「形態」，「病名」は「症
状」や「治療」といった観点に基づいて説明
される．そこで，ウィキペディアから用語の
種類に応じて異なる観点の構造を学習し，さ
らに観点ごとに固有の単語分布を学習する．
その結果，例えば，動物の「ハクビシン」に
関する検索の結果に含まれる複数のページ
やスニペットから，「生態」，「形態」，「分布」
などの観点に対応するテキストを抽出し，
「ハクビシン」に関する事典的な情報を組織
化することを可能とする． 
ここで，「ウィキペディアの存在が前提で

あれば，ウィキペディアの記事を読めばよい
のではないか？」という疑問が生じるかもし
れない．この問いに対する答えは「No」であ
り，本研究には 2 つの意義がある．まず，ウ
ィキペディアの未登録語について，ウィキペ
ディアと同じような観点の構造で説明を得
ることができる．さらに，ウィキペディアの
登録語に対しても，別の用語で使われている

観点を補い，一般の Web ページから幅広く
説明を収集することができる． 
 
３．研究の方法 
 
(1) 概要 

本研究で提案する用語説明生成の概要を
図 1 に示す．図 1 は，事前に行う「用語説明
モデルの構築」と検索結果のテキスト集合が
与えられた段階で実行する「検索結果の組織
化」に大別される．用語説明モデルはウィキ
ペディアの記事集合を用いて構築する．検索
結果の組織化では，「りんご病」のような用
語を検索質問として Web を検索した結果か
ら，複数のテキスト（ページまたはスニペッ
ト）を収集し，用語説明モデルに基づいて観
点ごとに個々のテキストを分類する．さらに，
観点ごとに代表的なテキストをユーザに提
示する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 本研究の概要 

 
(2) 用語説明モデルの構築 
本研究で構築する用語説明モデルとは，「病

名」や「動物名」といった用語の種類に応じ
て，説明の観点を列挙したプロトタイプであ
る．さらに，ある用語について検索されたテ
キストが与えられると，用語の種類を特定し，
その用語に対応する観点の候補から適切な
観点を特定するための分類器である． 
まず，「人名」，「動物名」，「病名」といっ

た用語の種類ごとに，ウィキペディアの記事
から観点の構造を抽出する．ここで問題とな
るのは，用語の種類をどのように特定するの
かという点である．ウィキペディア記事には
一つ以上のカテゴリが付与されているもの
の，「動物」のカテゴリには「脊椎動物」や
「家畜」などに混ざって，「動物を題材とし
た作品」のように「動物」の体系に適さない
記事も含まれている．そこで，ウィキペディ
アの記事集合をクラスタリングすることで，
用語の種類に相当する「用語クラスタ」を自
動的に特定する． 

次に，ウィキペディアの記事にある「目次」
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に着目する．例えば，「破傷風」に関するウ
ィキペディアの記事を考えると，「目次」に
は「1.原因」，「2.症状」，「3.治療」などの項
目（セクション）が並んでいる．ここでは，
一つのセクションを一つの観点として使用
する．しかし，あらゆる病名の記事でセクシ
ョンが完全に一致するわけではない．そこで，
ある用語の種類（例えば「病名」）ごとに複
数の記事を収集し，使用頻度が高いセクショ
ンを観点として選択する．さらに，該当する
ウィキペディアの記事集合から複数の分類
器を学習する．ただし，分類の目的によって
使用する学習データが異なる．「用語の種類」
を分類するためには，用語の種類ごとに記事
集合をまとめて一つのカテゴリに対応する
学習データを作る．他方で，「観点」を分類
するためには，観点ごとに記事集合をまとめ
て一つのカテゴリに対応する学習データを
作る．分類器の学習にはサポートベクターマ
シン（SVM）を使用した． 
 
(3) 検索結果の組織化 
検索結果の組織化では，「りんご病」など

の用語について検索されたテキストを入力
し，「用語分類」と「観点分類」を順番に実
行する．用語分類では，用語に関する分類器
を用いて，「りんご病」の説明テキストを「人
名」，「動物名」，「病名」のいずれかに分類す
る．観点分類では，分類された用語の種類に
応じて観点を分類する．図 1 の例では，「病
名」に分類されたため，病名に対応する「原
因」，「症状」，「治療」のいずれかに説明テキ
ストを分類する．SVMに基づくOne-Vs-Rest
法では分類結果ごとにスコアが計算される
ため，観点ごとにスコアが高いテキストを抽
出し，ユーザに提示する． 
本研究における「検索結果の組織化」は，

与えられた文字列を何らかの観点に分類す
るという抽象度の高い処理である．そこで，
応用方法は 1 通りではなく，運用状況等に応
じて使い分ける必要がある．例えば，一般的
な Web 検索エンジンで検索された文書集合
を観点に基づいて分類する応用方法がある． 
 
４．研究成果 
 
具体例を用いて説明する．Yahoo!で「ハク

ビシン」を入力して検索した上位 100 件のス
ニペットを分類した．本研究で作成した用語
説明モデルには，「動物名」に対して，「生態」
や「分布」など合計 7 種類の観点が対応して
いた．分類したスニペットには，上記 7 種類
以外の観点として，「ハクビシン」をテーマ
にした「著作」や「名称の由来」があった．
これらの用語説明モデルに含まれない観点
は，検索されたスニペットの内容を分析して
抽出するしかない．今後は，カテゴリ分類と

クラスタリングの併用について検討する必
要がある． 
多義語の例として，「キーウィ」で検索さ

れたスニペットを分類した．用語分類におい
て，鳥のキーウィについて記述されたスニペ
ットは「動物名」に分類され，果物のキーウ
ィについて記述されたスニペットは「植物名」
に分類された．さらに，これらのスニペット
は観点分類によって動物名や植物名に固有
の観点に分類された．本手法によって多義や
多観点を考慮した検索を実現できることが
分かった． 
 さらに「用語説明モデルの構築」に焦点を
当てて実験を行った．実験に使用したデータ
は約 5000 件のウィキペディア記事であり，
各記事は人手によって以下の 10 種類に分類
されている． 
動物，映画，病気，企業，人物，植物，虫，

料理，魚類，スポーツ 
 表 1 は，ウィキペディア記事のクラスタリ
ングによって特定された用語クラスタと，各
用語クラスタに対応付けされた観点の一覧
である．表 1 の「用語クラスタ」を見ると，
「動物」が「動物 1」と「動物 2」に分割さ
れており，その代わりに「魚類」がなくなっ
ている．しかし，表 1 の「観点」を見ると，
用語クラスタごとに人間の直感に合う観点
の名称が抽出されていることが分かる． 
 
表 1：自動構築された用語クラスタと観点 
クラスタ 観点 

虫 特徴，分類，生態，形態 

スポーツ 歴史，ルール 

映画 キャスト，スタッフ，ストーリー，

あらすじ，登場人物 

病気 治療，症状，原因，検査，診断，

分類，疫学，予後，病態，歴史，

予防 

動物 1 特徴，歴史 

料理 歴史，作り方 

企業 沿革，事業所，主な商品，関連会

社，歴史，会社概要，主な製品 

人物 経歴，略歴，人物，来歴・人物，

著書，来歴，生涯，生い立ち，パ

ーソナル，エピソード 

植物 特徴，利用，分類，主な種 

動物 2 生態，形態，人間との関係，分類，

分布，特徴，亜種，利用，近縁種 
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